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甲Ｄ第５５２号証 Wells and Coppersmith(1994) 和訳 

 
 タイトル：マグニチュード、断層長さ、幅、面積、地表のずれについての新しい経験式 米

国地震学会紀要） 

 
９８７頁 右段上から５行目 
 地表最大すべり量と地中平均すべり量の両方を我々が求めた４４の地震について、地中平均す

べり量と地表最大すべり量の比の最頻値は０．７６になる（Fig.7a）。このことは、多くの地震

にとって、地中平均すべり量は地表最大すべり量よりも小さいことを示している。（地表）平均

すべり量と地中平均すべり量の両方を我々が求めた３２の地震について、地中平均すべり量と地

表平均すべり量との比の最頻値は１．３２になる(Fig.7b)。 
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図 12 (a) 地表地震断層の長さと地表最大すべり量との回帰線。すべての地震タイ

プの関係について回帰線を示している。短い点線は９５％信頼値である。 
(b) 横ずれ、逆断層、正断層ぞれそれについての回帰線。回帰係数についてはテーブ

ル２を参照。回帰線の長さは、それぞれの地震型についてデータの範囲を示すもの

である。 
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図 13  (a) 地表地震断層の長さと平均すべり量との回帰線。すべての地震タイプの

関係について回帰線を示している。短い点線は９５％信頼値である。 
(b) 横ずれ、逆断層、正断層ぞれそれについての回帰線。回帰係数についてはテーブ

ル２を参照。回帰線の長さは、それぞれの地震型についてデータの範囲を示すもの

である。 


